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T._g問問と雨量計り直接比較 ：五…～＂＂＇.？l
・1：出羽H)r－－－..，＿郁子 ／／｜ 

砂 TR門門 2A25 ¥. ,,,, ・ ｜ 

直 〉炉、… ｜

20 Feb. 2015・千葉大学

第17回環境リモートセンシングシンポジウム

I , "'rn，ーの…量昔｜網山
TRMM 2A25直接検証
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,.. 
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’・m
T前予・《問問"ta~illtiY!ltOUY冒凹謂旬間》

砂

TRMMと雨量計の直接比較 対象とする地域
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Cherrapun ee降水量の年々変動 目－~インドの雨量計網による比較
，京都大学防災研究 30'

所・理学研究科によ29・

る雨量計観測網 28・

，比較機会数
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Rainfall duration vs. Maximum accumulated rainfall 
薗：

[mm] 
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,, 2000 
9-1000 
】 500

’ 
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50 

20 
10 

• certoln 
ロ：問由lo.HUmotod.c。nt・ntioua
• : difference 
・．回rncted

」一口：2nd咽旧
• Japanese record 

1 2 4 !3 1015 30 60 2 3 6 12 24 3 5 7 15 30 2 3 6 12 24 
Minutes Hours Dovs Months 

Kiguchi and Oki (20 I 0) 

砂 TRM門観測

’ 1998年～2013年のTR門門－2A25(V7)

，雨量計の各地点を｜日に｜閏ほどスキャン

b空間解像度約5km

砂雨量計マスの転倒と雨量評価

ー

－ 

b雨量計の地点から距離3.5km以内lこFOYの中心がある場合
を解析。複数のFOYは平均してl固と数える。

・スキャン時刻loを中心l二前後河川T=ISO秒）の聞に発生した転
怪ljますの転倒回数xO.Smmを雨量観測値と考える。

b雨i商の落下を考慮し、雨量計の評価時間に対し、ラグzを定
義する（Amitaiet al.2012）。

砂時間雨量（mm/h）に換算して比較。

18000 

16000 

14000 

12000 
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8000 

6000 

4000 

2000 

Average/ Annual Rainfall RAINGEUGE -
95唱 h一 宇 一 司

TAMM・・・・E
95弘

Dhaka CherrapunjeoMaw町nram Guwahall 

T民問M-2入.？~fv'7)_ da！~~己t
• TRM門

，太陽非同期・36N・36S・402.5km

• TRM門－PR

，降雨レーダー

砂観測幅約247km

，解像度約5km

砂鉛直分解能250m(0-20km)

砂 TRM門 2A2S(V7)

、，

砂降水鉛直分布推定アルゴリズム
の改良（V6→V?)

，各高度のrain.sur私cerain利用

VIRSI 
山由R

ICERES 
園町』』』
叫叩 ニ 醐 ．

民~－$.~UJ~t N e!W?.f』in NE Iれdia
砂インド亜大陸北東部に約40個の転倒ます式雨量計

’10 

最適なラグの決定
・降水粒子の落下を考慮

・全降水有観測機会（1938）のうち、上位10%(194）のTRM門

vs RGの相関係数の最大を与えるラグ戸＋300s

官可百一
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比較機会の事例と平均値比較

’ TR門門／RG.ratio （観測機会）

川！Dhaka地点 明

’”I o.1 Ja10.1 J9=0.99 ( 141 sJ 

" 開時輔問削

’”. --
,.,iCherr:ip叫 ee地点 有

明 I0.79211.324=0.60 (793) 

過小評価の地域
砂世界最大の陸上降 30・

水域とその周囲で 29・

過小評価

． 

＇.？..』~－~~。！ -~- J_ヨQ1 ヨ）＿

ーーー・... 

Ocean 

砂

筒・

1・＇Sylhet地点
首

ON 0.304/0.355=0.86 (812) 
咽

ぷ~晶一」4
肺補抽酬制

E酒田四E圏 E園
田園・ l例

盟国 0.68

置 ：96 0::9 1. 

散布図

砂降水強度分布の右側（左側）で過小（過大）評価

砂積算値について、山岳域・Sylhet域のJJASで、過小評価

180『

I OhakaA,ea 

門AM IIAS 
180 

Oh剥＜aA『噂a問。l S折hetん回
『 P鳥羽hal町aA博司

I SV,h民Area160 j. -7・ 

' ，収羽haJayaArea
AssamWestAlea AssamWe君主Area

’40 y-, 140 Y•X 

120十 4 問。

時0I . l 100 

so I l so』・

so I l so 

,o I . . l •o 

ー

T.8-問問 ？！.＼ヨ？.E~の鉛直分布を調べる
，過小評価地域で下層で降水量が増加する傾向がある

’説｜日常h持rs！こ汽

’恥
醐

、， 醐

開 旬

I f] ¥ 

＠ ・
” . “ l ' ＇・ ・ a ‘’子 一一－－－ .... ，，酬明尚 一一一一一一一 下地聞崎町内一一一一

まとめ
’ TR門門 2A25surface rainをNEインド雨量計網と比較

f 1938回の降水有り観測機会について、雨滴の落下によると思
われる時間のずれの検出司より慎重な解析を検討中

，ずれは平均約300秒であり、一般的にIOOO～2000m上空の反
射強度をsurfacerain の推定に用いていることと整合的

惨TRM門2A25に過小評価の可能性

砂

・過小評価の可能性が見られるのは門eghalaya山脈及びその南
麓のSylhet減

b特にnAsに顕著である

b過小評価が見られる地域・季節と、I000-2000mあるいは
2000-3000mの層でのTRM門－2A25rain増加が対応している

’ NEインド雨量計綱（京大防災研）の活用が課題
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メッシユ！..~問問気候値とヨ29.？.雨量計J.？.・9月j
’ Cherrapunjeeを含むメッシュ 3680mm 

’ Cherrapunjeeの東隣のメッシュ 6710mm

、．、’f九日Smol/
''"'I .，，.，. ” 一 噌・

，． 
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砂雨量計のメンテナンスに協力をいただいているすべての
数え切れない関係者の皆さま方に感謝申し上げます。

砂

？.~－凹esh I.RM.問sur!aじe~ain _(_~J!.\§)_ 
’ Rain rates are grater over valleys adjacent to the well 
known surface rainfall observatories over the crest. 

砂We may conduct field rainfall observation in the valleys A 
and B shown in figures. though these points are very 

tough areas to reach. 

砂
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